大型地球儀が象徴する戦争-第二次世界大戦期,アメリカ合衆国における世界地理認識の転換- by 高田,馨里
駿台史学　第147号　169－202頁，2013年2月
SUNDAI　SHIGAKU（Sundai　Historical　Review）
No．147，　February　2013．　pp．169－202．
大型地球儀が象徴する戦争
一第二次世界大戦期，アメリカ合衆国に
　　　　　　　　　　　　　　　おける世界地理認識の転換一
高　田　馨　里
要旨　第二次世界大戦は，それまでの戦争と比較しても航空戦力が重要度を増し，主力
兵器として用いられるようになった戦争である。本稿は，フランクリン・D・ローズヴェ
ルト大統領が数々の批判を受けながら提起した「新しい地理認識」一航空技術の進歩
によって大西洋・太平洋という二つの大洋は，もはやアメリカ合衆国を守る自然の障壁
ではなくなったという国防認識の変容一が，第二次世界大戦を通じてアメリカ国内に
おいて浸透していった過程を考察することを目的としている。
　本論では，第二次世界大戦期のアメリカ合衆国において地理学者や地図作成者の動員
によって推進された世界地理教育，ならびに大量に普及が促された「新しい世界地図」
や地球儀表象を分析対象として議論を進めたい。これら史料を用いる上で，本稿は，地
図そのものを一次史料として分析する「地図史」研究の方法論を参照とする。この研究
方法論は歴史学研究においては比較的用いられてこなかった。むしろ地理学研究者や
「地図史」研究者が，アメリカ外交政策を分析する手段として，特定の時代に製作され
た特徴的な地図の分析を通じて研究成果を蓄積してきたしてきた。
　そこで，本論ではこれらの先行研究を参照しながら，戦時のアメリカ合衆国において
新しい図法で書かれた地図や地球儀の重要性が紹介された経緯の史的分析を試みる。と
くに，地図製作者リチャード・ハリソンの地図や大統領のために製作された大型の地球
儀に着目する。さらに天空に浮かぶ「天体」として地球をとらえる視角を提供する地球
儀表象が，新聞雑誌メディアにおいて再生産され，広く普及が促された過程を考察する。
最後に，このように戦時において普及が促された新しい世界地理認識が，国際主義とは
端的に一元化しえない，多元的な戦後構想に影響したことを明らかにしたい。
キーワード：第二次世界大戦，「地図史」研究
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器として用いられるようになった戦争である。本稿は，フランクリン・D・ローズヴェルト大
統領が数々の批判を受けながら提起した「新しい地理認識」一航空技術の進歩によって大西
洋・太平洋という二つの大洋は，もはやアメリカ合衆国を守る自然の障壁ではなくなったとい
う国防認識の変容一が，第二次世界大戦を通じてアメリカ国内において浸透していった過程
を考察することを目的としている。1941年12月の真珠湾攻撃にいたるまでの期間，アメリカ
合衆国の国内世論は，対外政策をあぐって分裂していた。ヨーロッパ情勢への介入を是としな
い孤立主義的な連邦議員は，ローズヴェルト政権による連合国支援政策を，「アメリカ合衆国
を戦争に巻き込むもの」であると厳しく批判したのである。孤立主義的な議員たちが危険視し
たものの一つが，大統領の示した「新しい地理認識」であった。アメリカ合衆国を取り囲む地
理的現実に関して，ローズヴェルトと孤立主義者の間には，想定している地理認識一「メン
タル・マップ」一にギャップが存在していたといえる。
　「メンタル・マップ」もしくは「認知地図」とは，ある特定の歴史的文脈において，そこに
生きる人々がその現実に従って構築する空間認識である。アラン・ヘンリクソンによれば，最
終的に生み出される認識とは，「個人が，自らを取り囲む広範囲にわたる地理的環境について，
部分的もしくはその全体像について獲得し，暗号化し，保管し，想起し，再認識し，適用する
情報」である。ワイルドによれば，「集合的なメンタル・マップの役割とそれら存在するかい
なか」に関しては論争が存在してきた。個々人の空間認識の違いや地理的情報に関する表象の
ばらつきゆえに，究極的に共有されているメンタル・マップは存在しないという（’）。本論では，
ある特定の時期に，特定の政治・経済・社会・文化的文脈において，影響力をもつ一部の人々
が，その「地理認識」一言い換えれば「世界観」一の共有を促すプロセスに注目する。
　そこで本論では，第二次世界大戦期のアメリカ合衆国において地理学者や地図作成者の動員
によって推進された世界地理教育，ならびに大量に普及が促されtg「新しい世界地図」や地球
儀表象を分析対象として議論を進めたい。これら史料を用いる上で，本稿は，地図そのものを
一次史料として分析する「地図史（the　history　of　cartography）」研究の方法論を参照とし
ている。1980年代後半，シカゴ大学の地理学者ブライアン・ハーレーは，「地図とは，文化人
類学的な記録，もしくは記録された証拠を通じて理解されてきたあらゆる文明の生活，思想，
想像力に影響を及ぼしてきた」と指摘し，「地図が人間の行動学的特性や社会生活を規定して
きた特定の図像学的言語であり，コミュニケーションの手段である」という想定に基づき，す
べての地図を「文化的構築物」の一つとして読み解くことを提唱した②。さらに，ハーレーは，
地図製作は知識にほかならず，「しばしば公的な地図がそうであるように地図がいかなる地図
製図科学の旗印の下で作成されようとも，もしくは地図が明らかにプロパガンダの意図をもっ
ていようとも，地図は権力が行使されるプロセスにおのずと巻き込まれた存在である」と論じ
た。以後，地図を知識と権力の象徴として分析する研究が蓄積されてきた③。
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　アメリカ外交史研究の分野では，1975年にアラン・ヘンリクソンが発表した「『思想』とし
ての地図」が先駆的である。ヘンリクソンは，「認知地図」の手法を用いて，第二次世界大戦
期のアメリカ地図製作者の役割に焦点を当て，新しい作図法で描かれた地図や当時の思潮を調
査し，アメリカ外交政策の孤立主義から介入主義へ，さらに冷戦メンタリティへの転換を考察
している。ヘンリクソンは，大圏航路を記した正距方位図法などの新しい地図作製法が第二次
世界大戦期に流行を担ったのは出版社であり，「戦争の経緯に熱心な銃後の人々が地図を求め，
その結果，新聞や雑誌などに地図の付録がつくようになった。しかしアメリカ政府こそが，そ
の買い手であり，実際主要なスポンサーとなったのである」と指摘している。そして，ヘンリ
クソンは，出版メディアによって地図の普及が促された過程を考察し，「航空時代のグローバ
リズム（Air　Age　Globalism）」という思想が生み出されたと分析している（4）。しかしながら，
ヘンリクソンの論文発表後，歴史学，とくにアメリカ外交史研究においては「地図史」研究を
導入した考察は比較的少ない。
　むしろ，地理学研究者や「地図史」研究者が，アメリカ外交政策を分析する手段として，特
定の時代に製作された特徴的な地図の分析を通じて研究成果を発表してきた。スーザン・シュ
ルテンは，地図製作者としての『ナショナル・グラフィック・マガジン』や「ランド・マクナ
リー社」の地図，さらには1940年代以降，もっとも影響力をもった地図製作者リチャード・
ハリソンの地図によってアメリカ人の地理認識が形成され，また新たに地理認識の刷新が図ら
れたと指摘している（5）。ニール・スミスは，地理学者イザイア・ボーマンが第一次世界大戦か
ら第二次世界大戦にかけていかにアメリカ外交政策立案に影響を及ぼしてきたのかという視点
から，1940年代のアメリカ政治思想を明らかにした（6）。さらに，近著でマシュー・ファリッ
シュは，第二次世界大戦から冷戦期における空間概念の変容とアメリカ合衆国のミリタリズム
の連関を考察している（％これら研究者はいずれも地理学を専門としている。
　本稿では，これらの先行研究を参照しつつ，アメリカ参戦以前の「新しい地理認識」をめぐ
る論争と，新聞・雑誌メディアなどのマス・コミュニケーション手段のなかに「新しい地理認
識」がどのように現れたのか，またアメリカ合衆国においていかに世界地理学が重視されるよ
うになったのかを考察する。この問題については，すでに筆者は，戦間期から1943年初頭ま
での期間に限定し，大学生に対する民間パイロット養成コースならびに初等・中等教育におけ
る「航空時代の教育」プログラムに関する論文と，新しい世界地理認識が地図製作法や地球儀
表象，さらには空爆写真において登場してきた系譜を明らかにしようと試みた論文で取り上げ
てきた（8）。本稿は，これらの論文では論究していない，1943年以降のアメリカ合衆国におけ
る世界地理認識の転換過程について考察することを目的としている。本論の最初に，1940年5
月にローズヴェルト大統領が提起した「新しい世界認識」とアメリカ外交政策をめぐる国内情
勢を概観する。次に，真珠湾攻撃後のアメリカ合衆国で地理学者や地図製作者らが軍事動員さ
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れ，またアメリカ国内において世界地図，とりわけ新しい図法で書かれた地図や地球儀の重要
性が紹介された経緯の史的分析を試みる。なかでも天空に浮かぶ「天体」として地球をとらえ
る視角を提供する地球儀表象は，「20世紀において植民地主義や帝国の意味の上で描かれてき
たし，第二次世界大戦後のアメリカ表象として顕著な役割を果たしてきた」（9）。最後に，これ
ら地理学の専門家や新しい世界地図がメディアを通じて一般に紹介され，そうした新しい世界
地理認識が，国際主義とは端的に一元化しえない，アメリカ自由主義的国際主義ならびに国家
安全保障構想という多元性を持つ戦後構想にも影響したことを明らかにしたい。
1．大戦勃発とローズヴェルト大統領による新しい地理認識の提起
　ここでは，ナチスドイツが西ヨーロッパを制圧した1940年5月以降，アメリカ合衆国に登
場してきた「新しい地理認識」の登場を考察する。ナチスの西方攻勢によって英仏連合国が窮
地に陥ると，フランクリン・D・ローズヴェルト大統領は，積極的に国民教育を開始した。ド
イツ空軍によるアメリカ攻撃の可能性を提起した。ローズヴェルトの提起は，海軍戦力を重視
してきた伝統的なアメリカ合衆国の国防政策を否定するものであり，大西洋や太平洋の基地か
ら200マイルから300マイルの距離を飛行可能な軍用機の存在によって，二つの大洋はもはや
アメリカを守る自然の防御壁でありえなくなったことを強調するものであった⑩。このロー
ズヴェルトの指摘は，伝統的な孤立主義的国防観を否定し，技術進歩に対応した，「新しい地
理認識」を提起するものであり，大西洋・太平洋という広大な海に守られているというアメリ
カ人の伝統的な「メンタル・マップ」の修正を迫るものであった。
　地理認識を示す地図がコミュニケーション手段の一つであり，配布者・製作者の意図を伝え
るツールであるとするならば，その意義を十分に理解し，地図を政治的意図で活用し，アメリ
カ合衆国でプロパガンダ活動を展開していたのは，ナチスドイツの側であった。マーク・モン
モニアが考察しているように，ナチスドイツは，アメリカ参戦を回避するため，効果的に地図
を宣伝活動に用いていた。その媒体は，ドイツ国立図書館がニューヨークで発行する週刊誌
『ファクツ・イン・レヴュー』であり，この雑誌は1939年から1941年まで「反イギリス」的
メッセージを多用する地図を掲載し続けた。1940年2月に発行された同誌に掲載されたのは，
イギリス帝国の地図だった。イギリス帝国領土，イギリスならびに北アイルランド，カナダ，
オーストラリア，ニュージーランド，インド，南アフリカ，エジプトとスーダン，インド，イ
ンド洋やカリブ海の島颯などの領土をばらばらにしてパズルのピースのように配置した地図の
横に，オーストリアとチェコスロヴァキアのズデーテン地方を併合したドイツ領土を描いた空
白の多い，同サイズ地図を並べ，「イギリスは世界の26％」を支配していると主張した。こう
した地図の活用に関して，モンモニアは，「地図を知的な武器として，これほどあくどく，強
烈に，しかも多様なやり方で利用した集団はないだろう」と指摘している（II）。地図は実際，
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ナチスドイツによって国際政治情勢を示すだけではなく，都合よく自らの主張を正当化し，情
報を操作する手段として使われ始めていたのだった。
　1940年2月のソ連によるフィンランド侵攻によって「奇妙な戦争」状態は突然，破られた。
4月に始まるナチスドイツの西方攻勢はすさまじく，中立国であるデンマーク，オランダ，ベ
ルギー，ルクセンブルクが占領され，フランスが窮地に陥った。ローズヴェルトは，ヨーロッ
パ情勢の急転に際して国家非常事態宣言を発し，国防特別支出金を求めた。そして連邦議会に
おいて，ナチスドイツによるアメリカ攻撃の可能性に言及した。すなわち，ヨーロッパを出発
した航空機は北大西洋を横断してではなく，ヨーロッパから北アフリカ，そこからブラジル，
ベネズエラ，パナマ運河地帯，メキシコを経由してアメリカ合衆国の「セントルイス，カンザ
スシティ，オマハに到着可能だ」と演説した（12）。この北アフリカとラテンアメリカ諸国を結
ぶ航空網は，国際民間航空会社ドイツ・ルフトハンザによって実際，運航されていたのである。
1938年以降，アメリカ陸軍が注視していたこの事実を，ヨーロッパの危機時においてローズ
ヴェルトは公表し，また地理学の知識や地図の重要性を強調したのであった㈹。
　大統領就任以前にすでにローズヴェルトは地理学に親しんでいた。ローズヴェルトが若き閣
僚としてウッドロー・ウィルソン政権で海軍次官補を務めていた第一次世界大戦時，ウィルソ
ン政権ではヨーロッパ問題の解決をめざし，一人の地理学者を顧問に迎えていた。イザイア・
ボーマンである。カナダで誕生したのち，ミシガン州に移住，ハーバード大学，イエール大学
で自然地理学を収めたボーマンは，アメリカ地理協会理事に就任したのを機会にウィルソン政
権の顧問となった。ボーマンは，1919年のパリ講和会議に同行し，ヨーロッパの国境調整な
どに携わった。しかし，英仏主導のパリ講和会議やその結果に失望したボーマンは，帰国後，
アメリカ合衆国で最初の「政治地理学」の研究，800頁以上に及ぶ大著『新しい世界（The
New　VVorld）』を出版した。この書物は，世界各国の人々の平等化プロセスの一つとして「国
際協調」を恐れるべきではなく，アメリカ合衆国が孤立主義を克服して指導力を発揮し，自由
主義的な国際主義的外交政策を遂行すべきだと提唱するものであった（14）。第一次世界大戦後，
ウィルソン大統領の提唱した国際主義を支持する人々が「外交問題評議会」を組織し，ボーマ
ンもそのメンバーとなり，1920年代から1930年代にかけて『フォーリン・アフェアーズ』に
自らの政治地理学的論考を寄稿してきた。第一次世界大戦以来，アメリカ合衆国の国際主義者
の間では自由資本主義経済体制の世界的拡大を念頭においた自由主義的国際主義と政治地理学
は切り離せないものと見なされるようになった。ローズヴェルトもまた，ボーマンと「アメリ
カ合衆国の運命は，アメリカ人が進出してゆく世界の地理をいかに変革してゆくかにかかって
いる」という認識を共有していた（15）。
　しかし，アメリカが攻撃される可能性とともに，アメリカ国防にとって英仏両国の支援が重
要であるというローズヴェルトの指摘は波紋を広げた。ウィルソン大統領の提唱した国際主義
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が連邦議会によるヴェルサイユ条約批准拒否や国際連盟不加盟決定によって否定されたように，
また1920年の大統領選挙でアメリカの有権者が国際主義を拒否したように，アメリカ国内で
は孤立主義的傾向が根強かった。この傾向は戦間期を通じて顕著だった。連邦議会の孤立主義
的な議員が，1940年5月の演説後，大統領を「戦争屋」であると激しく非難し，大西洋横断
飛行に成功した英雄チャールズ・リンドバーグは，ドイツの航空機によるアメリカ攻撃の可能
性は低いと強調した。他方，ローズヴェルトの提起した航空戦力による攻撃の可能性を重視し，
政権による連合国支援を支持する人々も活動を開始した。しばしば，孤立主義的な人々によっ
て「介入主義者（lnterventionist）」と批判された人々は，連合国支援こそがアメリカ合衆国
の全面的参戦を回避させると考えていた。それゆえ孤立主義的な傾向が強いとされたアメリカ
中西部出身で，超党派の協力体制を目指すローズヴェルトの要請により，1940年6月に海軍
長官に就任した共和党上院議員フランク・ノックスが組織化を促した「連合国支援によるアメ
リカ国防委員会（Committee　to　Defend　America　by　Aiding　Allies）」は，新しい地理認識
の普及を促し，大統領への支持を訴えた㈹。
　1940年後半には，雑誌『フォーチュン』専属科学イラストレーターのリチャード・ハリソ
ンが，ローズヴェルトの提起した「新しい地理認識」イメージを描くようになっていた。19
世紀末までにアメリカ合衆国では，新聞や雑誌に写真やイラストが掲載されるようになり，地
図もまた紙面に登場することになった。アメリカ合衆国では，『ニューヨーク・タイムズ』や
『クリスチャン・サイエンス・モニター』などの有力紙において，1940年代に地図掲載のピー
クを迎えた。また国際情勢を理解するための地図の特集を組んだのが，アメリカ出版業界の有
力者ヘンリー・ルースが発行する『タイム』，『ライフ』，『フォーチュン』などの写真雑誌であ
る（’7＞。ルースは，1940年の共和党大統領候補だったウェンデル・ウィルキーを熱心に支持し，
また1941年2月に，影響力を持った，「アメリカの世紀」という論文を発表した人物である。
アメリカ的「グローバリズムと同義語」と指摘されている自著論文「アメリカの世紀」の中で
ルースは，「アメリカ人一アメリカ中西部に暮らすアメリカ人一は，今日の世界において
は片田舎の住人とはいえない。彼らは世界中を旅し，また世界のどの国の人々よりも世界に関
する知識を得ている。アメリカ人の世界規模の商業上の経験は，われわれの多くが実感してい
る以上にはるかに多い」，そして「海洋の自由の擁護者としての，また世界貿易のダイナミッ
クな指導国としてのアメリカ合衆国というヴィジョンは，想像力を揺さぶるようなかつてない
人間の進歩の可能性の中にこそある」と主張し，「偉大なるアメリカの世紀を作り上げるべき」
だと提唱した㈹。
　これらのヴィジョンを本格的な航空時代の到来と組み合わせ，印象的な地図イメージを描き
だしたのが，リチャード・ハリソンだった。ハリソンは，ヨーロッパで第二次世界大戦が勃発して
以降，アメリカ合衆国でもっとも影響力をもった地図製作者であり，その地図の多くは，アメ
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リカ人が目にした雑誌を通じて普及することになった。1901年にボルティモアで生まれたハ
リソンは，地図製作法を専門的に学んだことはなかった。イエール大学で建築学を学んだ後，
1930年代の大恐慌の時期にニューヨークで職を求め，地図作成者としての職を得たのである。
以後，ジャーナリスティックな「政治地図」を提供することになったハリソンが初あてルース
の発行する『タイム」のために地図を作製したのは，1932年のことであり，以後，伝統的な
地図作成法に縛られない斬新な地図を提供してきた。とりわけ大きな反響を呼んだ1940年9
月に発行の『フォーチュン」に掲載されたハリソンの「アメリカ市民のための地図（地図1）」
は，航空機のコックピットから地上を眺めおろすようなパイロットの視点で描かれていた〔1㌔
　1941年に入るとアメリカ連邦議会は，「武器貸与法（Lend　Lease）」の審議を開始した。こ
の法案は，交戦国への武器売却を禁じていた一連の中立法の規定を改定し，アメリカが参戦す
ることなく，本土防衛戦争を戦い抜いたイギリスや，その他「侵略に抗う諸国」に武器や軍需
品を売却することを可能にするものだった。この法案が提出される直前，ローズヴェルト大統
領はラジオを通じてアメリカ市民に語り掛ける炉辺談話で，以Fのように主張した。
一部の人々は，たとえイギリスが敗北したとしても，果てしない大洋によってアメリカが
守られていると信じたがっている。しかし，この海洋の広さは快速船の時代に存在したも
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のではない。アフリカとブラジルの最短距離は，新型爆撃機で5時間かかるワシントンか
らコロラド州デンバーまでの距離よりも短いのである。…たとえば，ナチスドイツはベル
ギーをイギリスから解放するために占領したと述べているが，ナチスドイツが「われわれ
はアメリカによる侵略から守るためにラテンアメリカ諸国を占領する」と声明することを
躊躇するだろうか。現在ベルギーは全力を尽くして交戦しているイギリス侵略の拠点とし
て利用されている。ナチスドイツが，ラテンアメリカ諸国の一つを掌握すれば，その国は
常に西半球の諸国に対する侵略の起点となるだろう（2°）。
この指摘にみられるように，武器貸与法は，航空戦力による攻撃の可能性を前提に，アメリカ
合衆国の国防最前線を他国の戦略拠点に位置付けるという側面を有していた。
　武器貸与法案提出後，連邦議会の孤立主義的議員はローズヴェルトを個人攻撃し，この法案
を「アメリカを戦争に巻き込む」と批判した。他方，ローズヴェルトを支持する連邦議員は，
孤立主義者はナチスドイツの策略に加担していると反撃を加えた。こうしたタイミングのなか，
アメリカ合衆国が20世紀の指導的国家となるべきであるというヘンリー・ルースの「アメリ
カの世紀」が発表されたのである。武器貸与法に象徴されるローズヴェルト政権のイギリス支
援政策は，たしかに孤立主義者による批判を引き起こしたが，連邦議会ではイギリス支援を支
持する議員数が多数を占め，また国民世論もこれに賛同を示していた。武器貸与法は，2月17
日に下院議会で，3月8日に上院議会で通過し，3月11日，ローズヴェルト大統領の署名をもっ
て成立した（21）。しかしながら，ローズヴェルトの指摘やハリソンの提示した新しい地図作成
法は，アメリカ人の地理認識を急激に変革したわけではなかった。
　武器貸与法成立後においても，独ソ戦勃発や日米関係の急激な悪化に際しても，孤立主義者
の批判は続いていた。1940年を通じてイギリス国民がドイツ空軍による猛攻に屈しなかった
ため，イギリスの早期降伏が困難であると判断すると，ナチスはソ連攻撃を開始した。1939
年8月23日に結ばれた独ソ不可侵条約を破ってのことであった。武器貸与法は，「その国の防
衛が，アメリカ合衆国の防衛にとって不可欠であると大統領が考慮する諸外国政府に対して，
資金の許す限り，大統領はあらゆる援助物資の生産または入手を許可できる。また，これらの
諸外国政府に対し，防衛物資を販売，権利移転，交換，貸与，貸付ないし処分できる」と規定
しており，実質上，武器貸与法は，アメリカ合衆国防衛の最前線と大統領がみなす諸国に武器
を配備することを意味した。すでにアメリカ政府は，武器貸与法成立後，イギリスとギリシア
に，5月には中国とラテンアメリカ諸国に，6月から8月にかけて占領されたオランダ，ベル
ギー，ルクセンブルクの亡命政府に武器貸与法を適用した。しかしながら，ソ連に関しては，
連邦議会は否定的な姿勢を示していた。ローズヴェルトは，1941年夏から秋にかけて，大西
洋における米海軍の役割を強化し，またソ連支援方法を模索していた。ソ連支援に関しては，
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ローズヴェルトは当初，ソ連政府とローマ教皇の和解を促すことで，アメリカ・カトリック教
会の支持をとりつけ，またソ連が金やレアメタルをアメリカ合衆国に売却して武器代金の支払
いを行うとして議会からの批判を回避した。1941年10月，ソ連の支払い能力が限界に達した
際に，ローズヴェルトは，速やかにソ連に武器貸与法を適用したのである㈱。
　イギリス支援に始まる武器貸与政策の遂行過程でも，連邦議会の孤立主義的な議員は，政権
の外交政策を批判し続けた。たとえば，ローズヴェルト外交政策に対する批判は，1940年に
公開された映画批判にも波及した。ナチスドイツによる西ヨーロッパ制圧の可能性という危機
的状況に際し，1940年にアメリガ国内で封切られた映画の多くは，戦争に関するものであっ
た。スペイン内戦における人民戦線に深い共鳴を示しており，反ファシスト的なユダヤ系移民
が多くを占める映画産業もまた，「アメリカを戦争に巻き込もうとしている」という批判にさ
らされたのである。1941年9月から10月にかけて，チャップリンの『独裁者』を含む映画産
業による「プロパガンダ」を告発したジェラルド・P・ナイ上院議員は，1934年，軍需産業こ
そがアメリカを第一次世界大戦に巻き込んだと批判して航空機産業を含む軍需産業の調査を行っ
た上院特別軍需産業調査委員会，通称ナイ委員会の代表を務めていた（23）。有力な上院議員の
一人で，ナイ上院議員とともに映画産業を告発したミズーリ州選出のチャンプ・クラーク上院
議員は，「全米17000か所の映画館は，戦争を支持する17000の民衆会合の会場になっている」
と指摘し，映画の影響力の大きさに憂慮を示していた（24）。
　こうした，1941年後半における孤立主義者の批判をも終わらせ，アメリカ人の地理認識の
根本的な変革をもたらしたのは，日本海軍によるハワイ真珠湾への奇襲攻撃にほかならなかっ
た。従来用いられてきた，イギリス中心のメルカトル図法上では「極東」に位置づけられてい
る日本が，同様に「極西」に描かれているハワイを攻撃したという事実こそが，アメリカ人に，
本格的な「航空時代の到来」を印象付け，それまでの伝統的な地理認識を放棄させる最大の事
件だったのである㈱。
2．大型地球儀が象徴する戦争
　真珠湾攻撃は，アメリカ合衆国の参戦の直接的原因であり，第二次世界大戦をグローバルな
戦争へと変換させた。この世界規模の戦争に対応することこそが，アメリカ政府にとっての喫
緊の課題となった。世界を見る視角も，ヨーロッパでの戦争と太平洋・アジアでの戦争をとも
に把握するものでなければならなかったのである。第二次世界大戦は，それまでの戦争とは異
なり，まさしく世界規模の戦争であった。それゆえアメリカ政府高官や軍部，もしくは海外に
派遣された兵士たちは必要に応じた地理情報を常に必要とし，また航空時代の戦争に対応し，
「メンタル・マップ」を大幅に修正する転機となった。こうした未曾有の世界大戦の要請に地
理学会や地図業界はどのように応えたか，以下，政府と軍が進めた国家総動員のなかでも，地
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理学会などの動員プロセスと世界地図・地球儀製作活動や地理学教育の強化政策を中心に考察
する。さらにローズヴェルト大統領のために作られた巨大地球儀の意義を考察する。
　大きな世界地図や地球儀は，近代以降のヨーロッパにおいて伝統的に「名誉と権力」を象徴
する機能を果たしてきた。また，最新鋭の武器と同様に，地球儀はヨーロッパの影響力を拡大
する手段として中国にもたらされもした。大航海時代のスペイン，オランダ，イギリスでは，
地球儀こそが「勢力圏（Sphere　of　Influence）」を象徴する表象として珍重された。世界に進
出したオランダでは，画家フェルメールによって印象深く地図や地球儀が絵画の中に描かれ
だ26，。エリザベス1世治世下のイギリスにおいては，地球儀はイギリスの「帝国権力」の表
現となり，1670年にはより廉価で小さな地球儀が普及することになった。イギリス人は，ポ
ケットサイズの地球儀を研究や知的刺激のために，また旅行の際に持参していたといゲ2η。
いわば，大型の地図や地球儀は，ヨーロッパの覇権国にとっての世界各地の地理的情報の把握
もしくは独占を意味し，またこれらの国々はその知識を帝国権力の道具としてきたのである。
この地球儀を象徴的に扱ったハリウッド映画がある。はじめてトーキーに挑戦したチャップリ
ンの『独裁者」は，ナチスドイツによるユダヤ人迫害を描きながら，痛烈にナチスとヒトラー
を椰楡するものであった。印象深い一つのシーン，チャップリンが大きな地球儀を持って踊る
シーンは，独裁者による「世界征服」の目論見を暗示するものであった⑳。
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　ナチスがヨーロッパを制圧したのちの1940年9月27日，ドイツ，イタリア，日本が三国同
盟を結び，ヨーロッパとアジアの戦争が一体化することになった。こうした事態を受け，ロー
ズヴェルト大統領は，1941年初頭にはすでに，従来の外交機関である国務省を補強する諜報
機関を設置していた。アメリカ合衆国では，第一次世界大戦後，当時の国務長官だったヘンリー・
スティムソンが諜報機関を閉鎖して以降，国務省内に諜報部門は存在していなかった。こうし
た状況の中で，戦況に関する情報を収集するため，ローズヴェルトは，旧友ウィリアム・ドノ
バンをヨーロッパに派遣した。共和党支持派のドノバンは，第一次世界大戦の英雄として知ら
れ，1940年に新たに海軍長官に任命されたフランク・ノックスに近い人物でもあり，陸軍と
のパイプを持つ人物であった。ドノバンは，ヨーロッパ視察から帰国したのち，ローズヴェル
ト大統領に，情報収集のための諜報機関一イギリスの諜報機関をモデルとする一を設置す
べきだと勧告した。その結果，ローズヴェルトは，「情報調整局（Office　of　Coordinator　of
Inforlnation）」を設置し，その長としてドノバンを指名した。この機関が，真珠湾攻撃後に
「戦略情報局（Office　of　Strategic　Services：以下，　OSS）」に改編，統合参謀本部の管轄下
におかれ，世界各地で諜報活動を行うこととなった（29）。OSSは最盛期，最大13，000人の局員
を擁し，うち9，000人が海外に駐留し，情報収集活動やプロパガンダ作戦に従事することにな
る。OSS局長ドノバンは，　OSS調査分析局のなかで地理局の充実を重視し，1941年10月に
は，地理学会から大学院生を含む人材を集め，世界各国の精密地図の製作に着手した㈹。
　真珠湾攻撃によって，アメリカ政府と陸海軍は世界各地の地図の準備が急務となり，ローズ
ヴェルトは全米地理協会（The　National　Geographic　Society）に協力を要請した。真珠湾攻
撃後の1941年12月18日，海軍通信隊の将校がワシントンにある全米地理協会を訪ね，大統
領がインドネシアのスラウェシ島付近にある小さな島娯の地図を必要としていると説明した。
協会の地図製作主任がピンポイントで描かれたその島の地図を手渡すと，海軍通信対将校は大
統領にその地図を持っていったのである。これから6日後，全米地理協会は10万以上の地名
インデックスを備えた地図のキャビネットを大統領に贈った。協会は，下院院内総務サム・レ
イバーンならびにアメリカ陸軍航空軍司令官ヘンリー・A・アーノルドから要請を受け，すで
にこの世界地図キャビネットを数セット製作していたのである⑳。この後も，全米地理協会
は，アメリカ政府と陸海軍用に，10色からなる世界各地・各地域の詳細な地図を何版も印刷
し，また『ナショナル・ジオグラフィック』を定期購読している，100万世帯以上の家庭に地
図の付録を配布した。初等・中等学校でも新聞に掲載された全米地理協会の地図が活用された。
家庭も教育界も世界規模の戦争に対応するため，また父親や息子，娘たち家族や生徒を世界各
地に送り出したことから，世界地図を求めたのである（32）。
　教育界もまた動員された。大学教育に関しては，航空人材の圧倒的な不足状況を憂慮したロー
ズヴェルト政権が提案し，連邦議会が承認した民間パイロットを養成するプログラムが，1938
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年には早くも整備され，このプログラムを修了した大学生が陸軍航空軍や海軍航空隊に志願し
ていた㈹。参戦後のアメリカ合衆国の各大学が直面したのは，若者の軍事動員による学生数
の減少だった。これに加え，大学は航空工学・技術系の専門家養成のみならず初等・中等教育
を担う教師の育成の任を負った。後述するように，航空技術が従来の空間・距離的な関係を変
えたという「現実」を子どもたちに教えるために新たに整備された「航空時代の教育」カリキュ
ラムに対応できる教師の育成が急務とされたのである（3‘）。
　実技・教育に加え，いくつかの大学では，「地政学」をはじめとする新しいコースも始まっ
た。ウェストポイント陸軍士官学校では，ドイツの地理学者で「地政学」の先駆的研究者カー
ル・ハウスホーファーの研究が始まっていた。プリンストン大学では，「政治・軍事地理学」
や「軍事史とアメリカの防衛問題」など戦時のみならず平時についても扱うコースが開講され
ることになった。ダートマス大学でも3，4年生向けに「現代軍事戦略と国家政策」という
「地政学」コースを開講し，カール・ハウスホーファー研究コースが始まった。同様のコース
の開始に関して，コロンビア大学，ラトガース大学，カリフォルニア大学でも地政学講座開講
の検討され始めた（35）。
　「アメリカ的地政学」の提唱者として知られる，イエール大学の国際関係研究所の中心的研
究者ニコラス・スパイクマンは，学生たちに地理的知識をつけるよう奨励していた。1920年
代にオランダから移住した，ヨーロッパ的「地政学」を学んでいたスパイクマンは，1930年
代後半におけるイタリアによるエチオピア侵略，日中戦争の勃発，スペイン内戦へのドイツと
ソ連双方による介入など一連の国際情勢の悪化と，英仏の宥和主義をにらみつつ，「地理的位
置は不変である。この地理的位置の現実は，しかしながら，コミュニケーション手段，コミュ
ニケーションの回路，そして世界政治の権力の中心の変動によって変化する」ものであり，事
実関係の確認に関しては歴史的に検討することで地理的位置の意味を理解するべきであると指
摘した。スパイクマンは，アメリカ政治学ならびにアメリカ外交政策において「地理的考慮」
がなされてこなかった点を批判的に論じたのである㈹。
　スパイクマンが1942年に出版した『世界政治におけるアメリカの戦略一アメリカ合衆国
と勢力均衡』は，真珠湾攻撃まで続いた孤立主義と介入主義の論争を，地理認識の相違一認
知地図の違い一と指摘し，「両者の姿勢は，アメリカ合衆国の安全保障にとって，ヨーロッ
パとアジアにおける勢力均衡の相対的な重要性の評価において非常に異なるものだった。…孤
立主義者は，二つの大洋に囲まれたアメリカ合衆国のきわめてユニークな地理的位置を評価し
ているが，他方，介入主義者はアジアとヨーロッパという二つの戦線を想定してきた」と分析
した。スパイクマンは，「孤立主義者と介入主義者の対立という問題」に対する新しいアプロー
チとして「アメリカ外交政策の基本的問題の地政学的分析」から，アメリカ国防のあり方を提
唱した。スパイクマンは，新たな国防戦略としてアメリカ合衆国を中心に太平洋・大西洋の広
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大な地域を国防に必須な戦略地域の範囲とし，太平洋側に関しては，アリューシャン列島，ハ
ワイ諸島から南北アメリカ大陸沿岸一帯を防衛範囲と位置付けた。大西洋に関しては，北大西
洋においてはアイスランドから北西部ヨーロッパ，南太平洋に関してはラテンアメリカ諸国，
大西洋側沿岸，アゾレス諸島，カポ・ヴェルデ諸島などの戦略拠点の確保の必要性を論じてい
る（37）。この提案は，アメリカ本土沿岸防衛の強化，もしくは西半球防衛構想さえも凌駕する，
他国領土の戦略拠点を必要とするグローバルな軍事防衛戦略の表明であった（38｝。
　イギリス『エコノミスト』のワシントン特派員は，こうしたアメリカ国内での地政学への関
心に高まりに関して，「アメリカ的地政学は，もっとも注目を集めたスパイクマン教授の『世
界政治におけるアメリカの戦略』を筆頭に知識人の間で多大な成功を収めた。現在，スパイク
マン教授はヴァージニア大学の陸軍行政官養成コースで講義を行っている。さらに，アメリカ
的地政学は，一般読者向けに翻訳されているが，その翻訳の要点は，『航空』にある」と報告
している（39）。スパイクマンのアメリカ的地政学の考えを広く一般に普及させたのは，ジャー
ナリストで，以前はウィルソン的国際主義を支持していたウォルター・リップマンであった。
リップマンは，第一次世界大戦後の国際連盟の無力さに失望し，勢力均衡に基づく平和維持と
いうスパイクマンの議論に影響を受け，1943年に『アメリカ外交一共和国の盾』を発行し
た。リップマンは，その抄訳版を『リーダーズ・ダイジェスト』に掲載して好評を博し，婦人
向けの雑誌『レディース・ホーム・ジャーナル』には政治漫画版を掲載したのである㈲。
　大学教育における「地政学」重視の傾向とは異なり，初等・中等教育においては地理学の基
本的知識の普及が促された。とりわけ，新しい地図作成法の紹介や地球儀を用いた世界地理学
の普及が重視されることになったのである。この目的のため，連邦教育局が中心となって「航
空時代の教育」の整備を推進した。この「航空時代の教育」カリキュラムは，ナチスによる西
方攻勢以降にローズヴェルトがしばしば言及していた新しい世界認識を子供たちの間に普及さ
せることによって地理認識の転換を目指した。ローズヴェルトの主張の根拠となった，戦間期
における国際民間航空商業の発展をかんがみ，1942年2月，教育顧問として商務省の民間航
空局がプログラム作成に参加した。また教科書作成にはコロンビア大学とネブラスカ大学の教
育学部が参加した。このプロジェクトには，全米の教育学部の教員らが参加することになった。
1942年の夏季に，これらの組織からなる「航空時代の教育研究グループ」は教科書を執筆し，
秋学期に間に合うようニューヨークの出版社マクミラン社が20冊からなる『航空時代の教育
シリーズ』の教科書が出版された。このように，初等・中等教育の現場で地理学を中心に「航
空時代の教育」の導入が試みられることになったのであるω。
　世界を地球儀イメージとして見る視角は，初等・中等教育用に教科書を準備していた「航空
時代の研究グループ」によって紹介されることになった。1942年に出版された教科書の一つ
に『航空時代の教育シリーズー地球儀，地図，航空路』がある。商務省の民間航空局との協
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力，航空科学技術研究所の後援によって作成されたこの教科書は，地球儀上の地理イメージを
二次元紙面上に再現するなど様々な地図作成法を解説するものであった。
　この教科書は，1942年の時点で，航空地図として用いられてきた北極を中心とする円形地
図に地表すべてを描く投影法，正距方位図法（Azumuthal　Equidistant　Projection：北米中
心図）を先駆的に紹介した。ここにとりあげた4つの地図製作法のなかでも，正距方位図法は，
航空機による最短距離の大圏（great－circle）航路を示す地図として，急速に新聞・雑誌メディ
アに浸透することになった。この教科書の冒頭部分で，執筆者であるコロンビア大学教育学部
の地理学教育教員であるヒューバート・バウアーは，「学校の教室におかれた地球儀は，模型
の帆船と同様に単なる装飾品として存在してきたかもしれない。…学校教育における地理学を
航空時代に適合させる必要から，われわれはこれまで教室の中で無視されてきた地球儀に本来
的な意義を与えることを意図している」（42）と強調した。
　正距方位図法とともに航空時代に対応する地理イメージとは，地球儀にほかならなかった。
第二次世界大戦というグローバルな戦争を象徴したのが，アメリカ大統領ローズヴェルトに贈
られた，直径50インチの地球儀だったといえる。この大型地球儀の製作のもともとのアイディ
アは，OSS局長として米英間を行き来していたウィリアム・ドノバンによるものだったとい
われている。チャーチルから地球儀の必要性を聞いたドノバンが，OSSの地理局に大型地球
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儀を製作することが可能かどうか問い合わせた。ドノバンとともに，欧州派遣米軍総司令官ド
ワイト・アイゼンハワーが統合参謀総長ジョージ・C・マーシャルに，「チャーチル首相がか
なりの大きさの地球儀を要望している」との手紙を送った。こうして極秘裏に大型の地球儀の
作成が始まったという。大型地球儀はOSS地理局の若き地理学者たちと，シカゴのウェーバー・
コステロ社の協力によって作成され，1942年末に，ローズヴェルトとチャーチルにクリスマ
スプレゼントとして送られることになった。OSSの地理局員で，地球儀製作に携わったアー
サー・H・ロビンソンは，この大型地球儀の複製の所在について，一つは，大統領執務室に，
もう一一つはイギリス首相官邸に，さらにスティムソン陸軍長官の執務室，アメリカ連邦上下両
院議会の大広間，米海軍空母インディペンデンスとコンスティトゥーション，作成したウェー
バー・コステロ社の地元シカゴのブルーム高校，そしてウィスコンシン大学マディソン校など
に配置されたと述べている（4㌔
　アメリカ合衆国では，「世界」を地球儀イメージで表象する試みは，すでに1930年代に現れ
ていた。1930年代においては，ニューヨーク『デイリー・ニューズ』の高層ビルの頂一ヒに12
フィートのアルミニウム製の地球儀が飾られた。ボストンのアメリカ聖書協会とクリスチャン・
サイエンス出版社も世界規模の布教活動を象徴する大きな地球儀を彼らの「使命」の象徴とし
て設置していだ㌔これら1930年代の地球儀表象が，アメリカ合衆国の「モダニズム」を示
すものだったとするならば，大統領の地球儀は，アメリカ合衆国が遂行するグローバルな一：面
戦争を理解するために必要とされた，「［lt界規模の戦争の象徴」だったといえよう㌔
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　第二次世界大戦によって地理学そのものが，戦争努力の道具とみなされた。イギリスにおい
ては，地図や地球儀製造のみならず，通常の地理学や地図学の研究さえも戦争によって完全に
停滞状況に追いやられていた。イギリスの大学における地理学部は，確かに機能していたもの
の，その教育カリキュラムは完全に兵士養成のための軍事プログラムにとって代わっていた。
また地理学を収めた人材は，アメリカ陸軍の軍事諜報機関であるG－1，G－2などに相当する組
織へと動員されることになった。イギリス軍事調査委員会（The　Directorate　of　Military
Survey）が設置したイギリス参謀地理局（The　Geographical　Section　of　the　General　Staff）
が地図を作成する任務を果たした。軍事戦略上必要とされる地図に関して，アメリカ陸軍とイ
ギリス参謀地理局が分担することになった。ヨーロッパ戦線についてはイギリス参謀地理局の
地図が，アメリカ陸軍欧州派遣軍に配布されることになった（46）。
　太平洋戦線については，航空写真を用いた地形地図作成方法が用いられることになった。ア
メリカ合衆国では，すでに商用・産業目的のため航空写真を用いた地形図作成はかなりの程度
進歩していたが，しかし，連邦政府で航空地図から地図作成を行っていたのは，農務省農業調
整局のみであった。さらに農業調整局も，航空写真を地図化する割合は極めてすくなかった。
それゆえ，地理学者の動員によって，航空写真から地形地図を製作する方法が導入されること
になったのである。アメリカ合衆国において，圧倒的に情報が不足していたのは太平洋戦線だっ
た。それゆえ，陸軍航空軍による「三角点傭瞳撮影法（trimetrogon）」による航空写真から，
軍事的要請に見合った地図製作が行われることになった。これにより攻撃ターゲット地図，飛
行航路地図など様々な目的のために多様な地形図や地図が製作されたのである㈹。
　アメリカ合衆国では，大学の地理学部の教員や院生，さらには全米地理学会や地図製作会社
を動員して地図や地球儀の作成が急速に進められ，陸軍士官学校のみならず，いくつもの大学
で地政学のコースが始まった。初等・中等教育においても「航空時代の教育」カリキュラムの
採用が推奨され支援体制が整備された。世界地理の知識の共有の促進は，世界規模の戦争に国
民が対応するため，アメリカ政府が推進したものだったといえる。しかしながら，大型地球儀
をどのように読み取るべきなのかについては，すでに見解の相違が存在していた。ローズヴェ
ルト大統領をはじめとする国際主義者もしくは介入主義者の人々が共有していたイザイア・ボー
マンの提起した自由主義的国際主義を基礎とする「政治地理学」と，スパイクマンが真珠湾攻
撃後に提起した，軍事戦略を重視し，アメリカ国防体系を世界規模に拡大したグローバリズム，
すなわちアメリカ的「地政学」との相違である。1942年末から1943年初頭，海外戦線におけ
る戦局の好転にともなって，アメリカ国内でも戦後世界秩序一「航空時代の到来」に対応す
る戦後の空の秩序一に関して激しい論争が展開することになった。
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3．アメリカ戦後構想に示された世界地理認識の転換
　大統領執務室に置かれた大型地球儀こそが第二次世界大戦の象徴としてメディアに取り上げ
られるようになると，1943年3月1日号の『ライフ』は，平面の地図を組み立てて地球儀の
ように用いることが出来る「ダイマクシオン地球儀」を付録に提供した。「ダイマクシオン」
とは，1929年に発明家であるR・バックミンスター・フラーが考案したデザインの総称であ
り，低燃費車を生み出したフラーが考案した，最小限のエネルギーで最大限の効率を引き出す
デザインの総称である。そのフラーが，多面体からなる紙の地球儀をデザインした。そして，
この地球儀について『ライフ』は，「政治地理学者用のデザイン」であると紹介し，ローズヴェ
ルト大統領の地球儀について言及している。「アメリカ大統領は，直径50インチの地球儀を彼
の執務室の傍に置いている。地球儀を回転させては確認するためだ。政治地理学者として大統
領は，標準的な紙面の地図が大統領の求めるすべての情報を提供することはないと理解してい
る。政治地理学の学生や教員は，正確で相対的な大国の位置関係と，それら諸国の間の最短距
離を示す大圏上にあるコミュニケーション戦略に興味を持っている」と解説している。この記
事で言及されている「最短距離を示す大圏上のコミュニケーション戦略」とは，国際航空ルー
ト戦略にほかならなかった。1943年初頭，この世界規模の航空網の将来こそが一つの重要な
政策課題として取り上げられることになった。
　真珠湾攻撃による世界規模の戦争への参戦とグローバルな空輸活動の展開は，すでにアメリ
カ人の世界認識の転換を促していた。参戦以前から，アメリカ政府は民間航空会社との契約に
よって，イギリス支援のためのラテンアメリカ・アフリカ・中東ルートの開拓に着手し，参戦
後は陸海軍の輸送部隊に民間航空会社を動員して世界規模の空輸活動を展開していた（‘s）。そ
の任務はまさしく陸軍航空軍司令官ヘンリー・H・アーノルドが『グローバル・ミッション』
と呼んだ活動であった（49）。1942年末から1943年初頭にかけて，ミッドウェイ海戦を転機に米
軍を主力とする連合国軍が反攻に転じ，またヨーロッパ東部戦線ではソ連軍がスターリングラー
ドの戦いでナチスドイツの侵攻を食い止めた。こうした戦局の好転とともに，米陸軍・海軍空
輸部隊による活動は，すでにグローバルな航空ネットワークで行われていたのである。「ライ
フ』の1942年11月30日号では，戦時空輸についての特集記事が組まれ，「今日，戦時におい
て空輸は，もはや夢ではなく，夢を実現したのである。現在，アメリカ合衆国が直面している
もっとも重要な軍事問題は，輸送問題であり，空輸は陸運や海運では解決できない緊急輸送に
携わっている」と報告している㈹。
　1943年に新たな会期を迎えたアメリカ連邦議会では，戦後世界秩序，新しい国際組織，さ
らには武器貸与法の更新をめぐる議論が行われようとしていた。その政策課題の一つに，陸海
軍と民間航空会社が空輸活動を行っている世界規模の航空ネットワークの戦後計画が含まれた。
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この戦後の空の秩序をめぐる議論において，1942年を通じてアメリカ政府が普及を試みてき
た世界地理認識の転換がかなり進んでいたことは明らかであった。たとえば，1943年1月5
日，共和党下院院内総務ジョー・マーチンは，下院常設航空委員会の設置を提案し，「航空は
戦争勝利のみならず戦後の世界平和を維持する重要な手段となろう。…われわれは，戦後世界
の商業航空におけるアメリカ合衆国の支配的立場を確保する計画を立案しなければならない。
アメリカ合衆国は空を支配しなければならない」と主張した（5D。1940年の選挙においてP一
ズヴェルトに，頑迷な孤立主義者だと批判されていた共和党下院院内総務マーチンの演説は，
マーチン本人のみならず共和党が，孤立主義的な地理認識を放棄し，航空時代の本格的到来に
よってもたらされた新しい地理認識を受け入れたことを示しているといえよう。しかしながら，
世界地理をどのように理解すべきかに関しては鋭い分裂が存在していた。すでに指摘したよう
に，地政学的観点から理解するのか，それとも政治地理学的視点から把握するのか，である。
マーチンの指摘は，明らかに自国の安全と国益を最優先する主張であった。
　大学教育においてや知識人の間のみならず，地政学や政治地理学の知識を広く一般に普及さ
せる媒体となったのが，『ライフ』をはじあとする雑誌や新聞メディアであり，ベストセラー
となった書物であった。新しい世界地理のあり方を理解するうえでの，「パラダイム・シフト」
は，教科書に書かれるようになり，さらに一般的な雑誌で取り上げられることによって大衆化
し，その「革命性」が目立たないものになったといえよう（52）。1935年に創刊された写真ジャー
ナル『ライフ』は，第二次世界大戦においてきわめて影響力の大きい雑誌メディアであった。
1942年12月21日号では，リチャード・ハリソンによる地図を多用しながら，「地政学」を特
集する記事を掲載した。地政学といえば，ドイツのハウスホーファーが有名であり，ナチスド
イツの世界支配の理論的根拠として批判的にとらえられてきたが，『ライフ』では，さらにイ
ギリスの地理学者ハルフォード・マッキンダーが1918年に出版した著作『民主主義的理想と
現実』の「ハートランド理論」を紹介している。つまり「誰がハートランドを制する東欧を支
配するのか」といった要点を取り上げた。またマッキンダーの理論を修正したニコラス・スパ
イクマンの「誰が世界島（アフリカ・ヨーロッパ・アジア）を制するリムランド（ハートラン
ドを取り囲む北西ヨーロッパ・中東・東南アジア）を支配するのか」という論点を紹介してい
る（53）。また，1923年にルースが発行したニュース雑誌『タイム』の1943年1月11日号でも
同様に，ハルフォード・マッキンダーの著作をはじめ，『ハウスホーファーの世界』，『ドイツ
の世界征服戦略』，『政治地理学概論』など地政学や政治地理学に関する廉価な大衆啓蒙書を紹
介する書評論文を掲載している㈹。こうした記事は，地政学に対する銃後の人々の関心の高
さを示していると考えられる。
　また，1943年6月に急逝したニコラス・スパイクマンの遺稿が『平和のたあの地理学』と
して，同僚たちの手により編纂され，イエール大学国際研究所から出版されることとなった。
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地図3Spykman，　The　Geography　of　The　Peαce，　p．56．
本書は，『世界政治におけるアメリカの戦略」の出版後に準備された原稿や地図を編纂したも
のであり，地図を多数掲載している。その序文で国際研究所所長フレデリック・シェアウッド・
ダンが，スパイクマンの業績を強調しつつ，本書が地政学を学ぶすべての人にとっての入門書
であることを述べている。また本書を編纂したヘレン・R・ニコルは，この本で用いた地図に
関して，リチャード・ハリソンが作成した正距方位図法で描かれた地図を用いているとその謝
辞の中で述べている。この地図3は，ヨーロッパやアジアにおけるヘゲモニー国家の登場を抑
止し，平和を維持するために「米英両国とソ連の協調体制の構築」が重要であることを説明す
るために用いられている。1942年の『世界政治におけるアメリカの戦略』においては，地図
作成はハリソンによるものであったが，正距方位図法は掲載されていなかった。このニコルの
編集版は，リチャード・ハリソンが『フォーチュン」のために作成した正距方位図法や「航空
時代の教育」で紹介された新しい地図作成法に本書が対応していることを示している，155）。
　他方で，地政学とは異なる経済的国際協調に基づく新しい世界ヴィジョンも登場した。1940
年の共和党大統領候補ウェンデル・ウィルキー－L院議員が，世界的な視察旅行を終え，「．一つ
の世界」を執筆し，100万部以Lの売り上げを記録した。ウィルキーは，ローズヴェルト大統
領の要請を受け，米陸軍航空軍とともに49日間，約5万キロの空の旅を経験し，各国要人と
会談，その経験と自らのヴィジョンをまとめたのである。ウィルキーは，空の旅を通じて「航
空時代」の本格的な到来を宣言した。「今日，海洋は航空機が定期航空便で往来するただのリ
ボンに過ぎない。太平洋はただわずかに長いリボンに過ぎないし，ドアを開ければヨーロッパ
であり，アジアなのである」と述べ，「世界は小さい，一つのものである」というヴィジョン
を提起した。ウィルキーの著作は，大衆啓蒙的な読み物であるのみならず，海外の戦線視察の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187
　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田　馨里
様子やスターリンや蒋介石など各国要人との対話などを紹介した。さらにウィルキーは植民地
主義を廃し，人種平等を実現すべきだと提唱した。1940年の共和党大統領候補として，また
当時としては急進的な自らの政治哲学を提起したのであった（56）。
　1943年初頭に新たな会期を迎えた連邦議会で戦後の空の問題が政治課題として取り上げら
れたが，その背景として，米英対立が存在していた。イギリスは，1920年代にはすでに帝国
航空ルートの建設に着手し，南アフリカ，中央アフリカ，北アフリカ，ヨーロッパ，中東，イ
ンド，マレー半島，オーストラリアに達するイギリス帝国航空網，別名ホース・シュー・ルー
ト（Horse　Shoe　Routes）を構築していた。しかし第二次世界大戦勃発後，空輸ルートの運
航が困難になると，イギリス政府は，アメリカの民間航空会社パン・アメリカン航空に空輸活
動を依頼した。アメリカ参戦後には陸軍空輸部隊がイギリス帝国をも網羅するグローバルな航
空ネットワークで空輸活動を展開するにいたったのである㈲。ウィルキーの世界一周の旅を
可能にした，世界規模の空輸活動を展開していた米軍ならびに軍事動員されたアメリカ国際民
間航空会社のイギリス帝国進出に対して危惧を抱く英下院議員が，1942年12月17日，「戦後
の商業航空をめぐって我々はもう一つのボストン茶会事件に直面するだろう」と主張した。そ
の意見に答えて英航空次官ハロルド・バルフォアは，内閣は戦後民間航空商業に関して研究を
進めており，「航空会社および航空機産業労働者100万人のために断固たる決断を持って臨む」
と返答したのである。このイギリス議会における，戦後の空をめぐる論争はすぐさまアメリカ
合衆国でも報道されることになった（58）。
　こうしたイギリス側の発議に直接的かつ批判的に反応したのが，ヘンリー・ルースの妻で，
新たにコネティカット州下院議員として初当選を果たしたクレア・B・ルースであった。1943
年2月9日，新人議員としては異例の注目を集めたクレア・ルースは，武器貸与支援によって
獲得した航空機で帝国ルートを強化しているとイギリス政府を批判し，また経済的国際協調を
訴えるヘンリー・A・ウォーレス副大統領の議論を「地球規模の馬鹿げた話（Globaloney）」
であると攻撃した。ウォーレスは，国際機関による世界規模の航空ネットワークの維持運営と
国際空軍による平和維持活動構想を提案した。そして，「未来の世界にとって，空の自由は過
去に海洋の自由が意味したものとなる」とグロティウス以来の海洋自由論の空への適用を提案
していたのである。この議論に対して，クレア・ルースは，「空の自由が第三次世界大戦の勃
発を防止するなど考えられない」と主張した。さらに彼女は，「大統領がアメリカ国防に必須
と見なした諸国に」武器貸与資金を投じて建設した軍事基地の確保を訴えたのである（59）。
　クレア・ルース演説以降，連邦議会での「海外基地獲得論」が声高に主張されることになり，
ローズヴェルト政権および軍部によって戦後の空の秩序の検討が始まった。戦後の空の秩序に
関して，国際民間航空商業については，国務次官補アドルフ・バーリを長とする航空問題各省
委員会が担当することになった。他方，アメリカ国防政策に関しては，統合参謀本部内に設置
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された統合戦略調査委員会が担当することになる。これらの機関が策定した戦後航空政策は，
前者は経済的国際協力を基礎とする政治地理学的観点からの航空商業の自由化を目指すもので
あり，後者は，地政学的な観点から海外の戦略拠点の確保によるグローバルな国防体制の整備
を構想するものであった。アメリカ政府ならびに軍部による政策策定は1943年を通じて行わ
れ，1944年からは，具体的に国際航空商業の抜本的な自由化を求める国際民間航空政策と，
武器貸与法を通じて建設された海外空軍基地や飛行場を確保するか，もしくはその使用権を獲
得することを前提にした国防戦略政策が遂行されることになる㈹。
　このような戦後の空の秩序をめぐる問題は，写真雑誌『ライフ』で広く紹介された。その一
つが，1943年ll月1日に掲載された，ジョゼフ・キャストナーによる「戦後の空」という論
説である。「遅かれ早かれ，世界は国際航空輸送という巨大で複雑な問題に直面するだろう」
という指摘で始まるこの論説は，戦後の航空問題が露見するきっかけとなった米英の対立構造
やヨーロッパ諸国の植民地航空ルート，アメリカの航空会社が戦時空輸活動を展開しているルー
ト，これらの航空会社にとって重要な戦後運航ルート，さらに戦後の国際民間航空商業の基盤
となるアメリカ国内の輸送機生産などを網羅的に紹介していた（61）。この記事に対する読者の
反応も好意的なものであった。「編集者への手紙」欄では，「ここ数年間に大いなる関心を持っ
て航空輸送産業を見続けてきた読者として，私は執筆者キャストナー氏の記事に称賛を送りた
い。この論説は非常に有意義だった」とロサンゼルスの読者は述べている。またカンザス州の
航空機産業従事者も，航空機産業の生産機種に関する言及に謝意を表している（62）。きわめて
限定的な事例であるが，戦後の国際民間航空商業や航空機産業に関する記事はかなりの程度，
読者の関心を惹きつけていたといえよう。
　戦後の空の秩序の問題が広く注目を集めるようになると，航空機産業や航空会社が新聞・雑
誌広告を通じて自らのビジョンを主張し始めていた。新聞・雑誌広告は，航空時代におけるア
メリカ航空産業のグローバル化を「一つの世界」像として描いたのである（63）。1943年2月に
掲載された，地球儀をモチーフにしたもっとも最初の「一つの世界」像は，民間航空会社アメ
リカン航空の「戦争思考」という広告だった（広告1）。この広告は，デニス・コスグローブ
が定義した太陽神「アポロンの目」，もしくは未だ存在しない宇宙船から見た，「天体としての
地球」の第二次世界大戦における初期バージョンの一つといえる（an）。
　また，1943年3月に登場したコンソリデーデッド社の「一つの世界」像は，ウィルキーの
「一つの世界』の中で述べられたイメージを忠実に図像化したものであり，リチャード・ハリ
ソンによる製図であった。すでにハリソンは，アメリカ国内でもっとも人気ある，著名な地図
作成者となっており，その地図イメージは，写真ジャーナルを通じて広範に紹介された。また
ハリソンの「パイロットの視点」から描いた地図は，実際，飛行偵察や爆撃種の訓練にさえ用
いられていた。ハリソンの描いた，もっとも有名な広告の一つ，「一つの世界」イメージは，
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瞬く間に，広告のみならず政治漫画でも取り入れられるようになった。そのデザインは，南北
アメリカ大陸を中心に描いた地球儀を空中に浮かぶ「球体」，すなわち「天体」として描いて
いた。またアメリカ合衆国における重工業の一つの拠点である五大湖から飛行する4機の航空
機は地球と比較して大きく描かれ，それぞれ航路は北極を超えて地球の裏側へ，そしてそのリ
ボンにはそれぞれの航空機の目的地が記されていた。この広告に示された，地球を宇宙空間に
浮かぶ「天体」として描く「一つの地球」像は，「タイム』が指摘するように，「一つの流行で
あり，ありふれた表象」になっだ65）。
　しかし，この「一つの世界」を眺める視点には1943年を通じて変化が生じていた。「一つの
世界」像のもっとも初期的なデザインは，地球儀そのもの，もしくは地球儀の周りを民間航空
機が周回するようなイメージを提起していた。しかし，1943年後半になると，航空戦力の軍
事的意義を強調するデザインが登場し始めた。次の広告は，P－51マスタング追撃機やB－25
ミッチェル爆撃機などを製造している航空機産業ノースアメリカン航空の広告であり，地球と
比較してはるかに巨大に描かれた爆撃機が地上を攻撃する様子を，さらに上空から眺めおろし
ているというイメージを提示している（広告2）。これこそが，1943年に本格化しはじめた爆
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撃戦略を象徴する，軍事化した「一一つの世界」像であるといえよう。実際，こうしたデザイン
は，新聞・雑誌メディアで公表された，実際に実行された空爆作戦の写真のイメージをさらに
誇張したものであっだ6％さらには，特定の地名の地図を用いた空爆図が，「ロサンゼルス・
タイムズ』の専属政治漫画家チャールズ・オーウェンスによって描かれるようになった。とり
わけ，オーウェンスはアメリカ西海岸における関心を反映して，太平洋や日本本土空襲イメー
ジを描いたのである「6㌔まだ実践されてはいない日本本一ヒ爆撃に関して，オーウェンスが描
いた，詳細な東京の地名とともに航空機を記載したこれらの地図イラストは，アメリカ合衆国
と連合国による「最大距離からの爆撃」／6S／によって戦争勝利が近づいていることを暗示する精
密な攻撃ターゲット地図を再現するものだった（新聞イラスト1）。
　ワシントンでは，1943年初頭の連邦議会での論争以降，戦後の空の秩序に関する政策策定
が進められていた。統合参謀本部内に設置されていた統合戦略調査委員会が戦後国防戦略案を
ti1案し，戦後の国際民間航空商業問題については国務省を中心とする各省委員会が戦後の航空
商業政策に関する政策を策定していた。前者は，大西洋・太平洋方面の他国領土，もしくは日
本委任統治領tなどの島喚を含む広範な領域に散在する基地を確保することを提唱していた。
後者は，第1次世界大戦中にアメリカ合衆国が建設したか，もしくは補強したlttlI！中の航空施
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設に，世界中の国々が自由にアクセスできるとする「空の門戸開放」政策とも呼べる政策を立
案していた。その立案過程には，世論の高まりを反映し，連邦議会上下両院議員による政策策
定への参加が顕著であった。とりわけ上院通商委員会は，戦前の民間航空法立案にも携わって
おり，政府による政策策定に一定の影響力を行使した。前者は，アメリカ的地政学を色濃く反
映したものであり，後者は，政治地理学的な経済的国際協調に基づく空の秩序案を立案したの
である。これら二つの異なる政策は，航空技術の持つ二面性　　軍事的にも民需でも目覚まし
い発展が望まれる技術一ゆえに導かれたものであり，ローズヴェルト政権は，これら軍事・
民間航空政策の実現を一元的に追求するのである（69）。
　1944年5月，ノルマンディー上陸作戦が実行に移され，第二戦線が開かれた。また，アジ
ア・太平洋戦線においても連合国の反攻は激しさを増していた。アメリカ合衆国政府は，戦後
世界秩序の再構築のために様々な国際会議を開催した。たとえば，1944年夏季から秋季にア
メリカ政府は，戦後世界経済を調整する国際機関の設置について協議したブレトンウッズ会議，
国際連盟に代わる新しい国際機関の設置に関するダンバートン・オークス会議，戦後の国際民
間航空商業と新しい空の秩序のあり方について協議したシカゴ国際民間航空会議を主催し
たm。これら一連の会議は，アメリカ合衆国が孤立主義を放棄し，戦後において指導的国家
として世界情勢に積極的に関与してゆく姿勢を明示するものだったといえよう。アメリカの銃
後の人々の戦後世界への関心も非常に高く，世界地図が広く求められることになった。1944
年春に，リチャード・ハリソンが製作した地図をまとめた，『世界を見よう（ゐoo々αt　the
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PVorld）』という地図帳は，販売と同時に売り切れ，増刷された。ハリソンの人気は高く，様々
な企業や市民団体から地図作成を求められ，ニュージャージー州やテネシー州の学校関係者か
ら地理教育に関するアドバイスを求められたのである〔71）。
　初等・中等教育課程において積極的に「航空時代の教育」を推進してきたニューヨーク州，
ニュージャージー州，カリフォルニア州などの各市の教育長官，学校長，教育委員会委員長か
らなる「航空時代の教育委員会」が戦後教育を射程においた教育方針をまとめ，広く世に問う
た。それが『平和の遂行（The　Waging　of　Peace）』という報告書である。これは，「航空時代
の教育」カリキュラムの内容というよりもむしろ，航空時代の本格的到来によって一つになっ
た世界において，「航空時代において戦争は回避しえるという強い信念」に基づきアメリカ合
衆国の教育界が果たすべき役割を提案するものであった。たとえば，「戦争によって破壊され
た諸外国の学校システムの再建，国際的な教育局の設立，アメリカ教育者による国際視察，好
戦的諸国家の教科書査定」などを提案し，これら目的を達成し，計画を実行するために，「こ
の計画に関心を抱く世界中の初等・中等学校ならびに大学が世界的な理解を導くような行動計
画において団結するべきであり，この計画は，国家的，政治的，人種的，宗教的，言語的境界
線を越えるべきである」と提唱している㈹。この提案は，第一次世界大戦後にアメリカ市民
が孤立主義的傾向を示したことを反省し，戦後においてアメリカの子どもたちが世界的視野を
もって国際社会に貢献できるようになることを目的としていた。また，「航空時代の教育」は，
パン・アメリカン航空をはじめ，アメリカ合衆国の民間航空会社による資金・資料提供によっ
て戦後も継続的に展開されることになった㈹。
　他方，大学においても，戦後世界におけるアメリカ合衆国の役割と安全保障に対応する地理
学部の拡充が図られようとしていた。第二次世界大戦期におけるアメリカ地理学界の最大の功
績の一つは，「1，000，000の1の縮尺で編纂された全世界地図」を作成したことだった。とりわ
け，軍事作戦に求められた地図作成法として，測地学的な技術が普及し，地図製作者による航
空写真と写真製図法が発展したのである（74）。1944年10月，ペンシルヴェニア州でアメリカ地
理学者協会とOSSによる会議が共催された。参加者は，アメリカ地理学者教会会長，内務省
地名局局員，シカゴ大学，ウィスコンシン大学，ミシガン大学，ハーバード大学などの地理学
部代表にOSSの地理局局員であった。この会議の目的は，戦時における経験を生かして，戦
後における政府の要請にこたえるための大学院教育の強化策について協議することであった。
第二次世界大戦において地理学者が携わってきた任務は，詳細な地域的調査，諜報に必要な地
図作成，地形の模型製作，航空写真分析，地図諜報，地名調査（とりわけ極東地域における現
地発音のアルファベット化），その他の行政任務である。この会議で確認されたのは，アメリ
カ政府内部においては，「地理学」そのものに関心を持つ人々はほとんど存在しないが，しか
し軍事，政治，経済の分野など他の学問分野に関連して地理学を学んだ人材が必要とされる点
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を強調し，連邦政府や州政府において必要とされる地理学調査方法のコース強化を提案してい
る㈹。第二次世界大戦後，いくつかの大学では地理学部の充実が図られた。なかでも，ウィ
スコンシン大学，カンザス大学，ワシントン大学において大学院コースが拡充された㈹。
　1945年4月12日，ヨーロッパでの戦争勝利を前に，また日本本土への空爆が本格化しつつ
あるなか，ローズヴェルト大統領が逝去した。アメリカ合衆国における地理学学術誌の一つ，
『ジオグラフィカル・リヴュー』に追悼文を寄稿したのは，イザイア・ボーマンであった。ボー
マンは，述べている。「グローバルな戦争を導く際に，大統領は地理学的センスと想像力によっ
て歩を進あてきた。（中略）大統領は，自らの膨大な地理学の知識にうぬぼれることはけっし
てなかった。彼は良き質問者であり，また良き聞き手でもあった。大統領は，地理学の技術的
な訓練を受けたわけではなかったゆえ，地理学者たちの用いる専門用語を愛したのだった」㈹。
世界規模の戦争に直面したアメリカ人に，世界地理学の重要性と新しい世界地理認識を提示し
たローズヴェルト大統領は亡くなったが，第二次世界大戦期，アメリカ人の世界地理認識の転
換は促進された。1942年に始まった「航空時代の教育」は，全米規模で展開されることとな
り，児童生徒たちは，「大人が驚くような航空に関する専門用語を使い始めて」いたのであ
る㈹。アメリカ国内の新聞・雑誌メディアでは，世界の地図が頻繁に掲載された。また航空
機産業のみならず，さまざまな企業が，1945年以降も「一つの世界」像や正距方位図法があ
りふれた表象として用いられ続けた㈹。「一つの世界」像は，まさしく航空機産業，航空会社
などの戦後世界を見据えた「グローバリゼーション」への意思を表していた。
　しかし，すでに指摘したように，これとは異なる文脈で，「一つの世界」は巨大な爆撃機か
ら眺め下される対象として描かれるようになっていた。第二次世界大戦末期における徹底的な
空爆作戦，ヒロシマ・ナガサキへの原爆投下は，航空時代の到来が，一方で計り知れない恐怖
をともなっていることを示していた。日本が降伏したのちの，ドイツ・日本占領をめぐる米英
とソ連との確執や，戦後の東欧問題，植民地独立問題などによって米ソ対立は深まった。その
結果，戦時においてアメリカの人々が共有した「一つの世界」というビジョンの実現は遠のき，
米ソ冷戦の始まりとともに，世界は「二つの世界」として認識されることになった㈹。ハリー・
S・トルーマン大統領は，アメリカ国家安全保障体制を構築するため，海外戦略拠点の確保に
よるグローバルな国防体制の構築を目指すことになった（81）。トルーマンはじめ，ローズヴェ
ルトの後継の大統領たちは，その演説の中に，地政学，もしくは政治地理学的認識を織り込み，
「グローバリズム，介入主義，封じ込め政策，反共，強大な軍事力という5つの主義」に従っ
て冷戦外交政策を遂行することになる（82）。冷戦期のアメリカ諜報機関CIAの中心人物アレン・
フォスター・ダレスは，戦時中にはOSS工作員として活動していた。戦後，1951年にトルー
マン政権下でCIA副長官に，1954年以降，アイゼンハワー政権下で長官に就任したダレスは，
その執務室の壁面いっぱいに正距方位図法を掲示していたのであった（83）。
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　以上，本稿では，第二次世界大戦においてアメリカ国内で促された，「航空時代の到来」に
対応する新しい地理認識の共有過程を考察してきた。そのプロセスは，ヨーロッパ情勢の悪化
にともなう大統領による提起にはじまり，外交政策をめぐって厳しい論争が展開されるも，真
珠湾攻撃後の地理学者や地図製作者の動員によって加速化することとなった。その中でも，統
合参謀本部内におかれたOSSが地理学者動員と地図製作に果たした影響は甚大だったといえ
る。アメリカ合衆国の大学や初等。中等教育においても，地政学ならびに地理教育が推進され
ることになり，児童や若者たちへの教育を通じて，世界を一つの球体として理解するよう，教
育カリキュラムが整備されることになったのである。
　このような児童や学生たちへの教育のみならず，アメリカ市民一般に新しい世界地理認識を
普及させたのは，新聞・雑誌メディアにほかならなかった。本論でとりあげた『ナショナル・
ジオグラフィック』，『フォーチュン』，『タイム』，『ライフ』などの雑誌や，『ニューヨーク・
タイムズ』などの主要メディアが新しい世界地理認識の刷新に大きな役割を果たしたことは明
らかであろう。世界規模の戦争を導くローズヴェルト大統領のために，OSSに動員された地
理学者や地図製作会社が作成した50インチの大型地球儀は，第二次世界大戦という未曽有の
世界規模の戦争の象徴としてメディアに広く紹介され，その結果，世界各地の戦線や地理情報
に関心を高めていた一家族を世界各地の戦線に送り出していた一アメリカ市民に対しても
簡易な紙製の地球儀や世界各地の詳細地図が配られることとなった。また，新しい世界イメー
ジは，第二次世界大戦期に大きな影響力をもった地図製作者リチャード・ハリソンによって描
かれた。また彼の地図は，先にあげた『ライフ』や『フォーチュン』といった写真雑誌ジャー
ナルによって広く紹介されることとなったのである。そのイメージは，何度も再生産され，広
告の中に，政治漫画の中に登場した。いわば，大統領が提起した新たな「認知地図」一世界
を一体化したものとして把握する新しい世界地理認識一の共有が促されたといえよう。
　しかしながら，一体化した世界をいかに理解するのかについては，競合する思潮が存在した。
それは，第一次世界大戦後に地理学者イザイア・ボーマンが提起した，経済的国際協調と資本
主義体制の世界規模の拡大を目指す自由主義的国際主義と，第二次世界大戦の勃発によってア
メリカ領土が攻撃されたことから大西洋。太平洋に広がる戦略拠点の軍事的意義を強調する地
政学者ニコラス・スパイクマンの提起したアメリカ的地政学的な地理認識である。前者につい
ては，参戦以前に発表されたヘンリー・ルースの「アメリカの世紀」，もしくはウェンデル・
ウィルキーの『一つの世界』などに示されているといえよう。他方，アメリカ合衆国の防衛を
強化するために海外基地を確保するという政策は，統合参謀本部による戦後国防政策として策
定されることになる。つまり，新しい世界認識は，第二のチャンスとしての国際主義戦後世
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界におけるアメリカ合衆国の経済グローバリズム，もしくは国家安全保障構想という多元的な
文脈において認知されることになり，それらの認識は冷戦期にも引き継がれたといえる。
とはいえ，本稿では必ずしも十分に検証できなかったことも存在している。それは，実際，
このような新しい世界認識が，アメリカ市民の間でどのように理解されたのかについての考察
である。これについては，改めて戦時における市民生活や銃後の人々が書き残した史料などの
社会史的調査が必要であると考える。また「航空時代の教育」の普及の度合いに関しても，同
様に，地域的ケーススタディを蓄積してゆく必要がある。第二次世界大戦期においてローズヴェ
ルト大統領が提起した新しい世界認識が，かなりの程度アメリカ人の共有する「認知地図」と
なったプロセス，またそれがいかに冷戦期に引き継がれたのか，本稿で試みた地図の史学的分
析とあわせて考察することを今後の課題とし，本稿を終えたい。
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　　　　　The　War　Presented　as　a　Large　Globe：
The　Transformation　of‘Mental　Maps’in　the　United　States
　　　　　　　　　　　　　　　　　　during　World　War　II
TAKADA　Kaori
　　　World　War　II　was　a　turning　point　that　air　power　became　significant　arms，　compared
to　any　wars　ever　since，　The　purpose　of　this　paper　considers　the　process　that　the　Franklin
D．Roosevelt　administration　had　encouraged　public　acceptance　of　the‘new　geographical
recognition，’that　is　to　say，　the　two　vast　oceans　could　not　mean　a　natural　barrier　to　de－
fend　America　with　a　rapid　development　of　aviation　technology．
　　　In　this　paper，　two　main　objects　are　analyzed：anew　educational　program　of　world
geography，　and　mass℃irculated‘new　world　maps’or　globes，　which　were　prepared　for
waging　the　global　war　ill　wartime　America．　In　analyzing　these　materials　as　primary
sources，　it　is　explicitly　practical　to　employ　a　methodology　of‘the　history　of　carto－
graphy’that　has　been　developed　among　historians　of　art　and　geographers．　This　ap－
proach，　however，　have　rarely　been　employed　by　historians　of　U　S．　foreign　relations．
Rather，　scholars　of　geography　and　cartography　have　recently　scrutinized　the　carto－
graphic　method　and　the　maps　in　specific　periods　and　contexts　in　order　to　understand　the
transformation　of‘mental　maps’among　American　people　during　and　after　World　War　II．
　　　Referring　to　these　recent　scholarly　works，　I　will　investigate　the　details　that　U　S．
government　and　the　mobilized　geographical　societies，　cartographers，　and　universities
had　enthusiastically　tried　to　introduce　the　newly　created　maps　and　globes　to　the　public．
One　of　the　infiuential　cartographers，　Richard　Harrison　took　a　leading　role　of　showing　a
new　worldview　with　an　aerial　navigator’s　perspective．　In　addition，　the　U．　S．　armed　forces
had　prepared　large－scale　globes　for　President　Roosevelt　and　British　Prime　Minister
Winston　S．　Churchill．　These　globes　symbolically　represented　World　War　II　as　an　actual
global　war．　The　images　of　globes　were　depicted　like　a　heavenly　body　floating　in　space，
and　they　were　reproduced　in　U．　S．　mass　media，　especially　mass－circulated　magazines
such　as　Life，　Time，　and∫Fortune．　Finally，　I　will　examine　how　the‘new　geographical　rec・
ognition’would　have　reflected　the　diverse　postwar　visions　among　American　people．
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